
はじめに
2021年の米国のでん粉生産量は499万9000ト

ンであり、内訳は天然でん粉ではコーンスターチが

全体の５割近く（220万トン）と最も多く、続い

て小麦でん粉（47万トン）、ばれいしょでん粉（４万

1000トン）と続き、コーンスターチは中国に次ぐ

世界第２位を誇る生産状況にある（図１）。

また、米国は従来、日本のコーンスターチ用トウ

モロコシの主要輸入先であり、毎年300万トン前

後が輸入され、日本市場では９割以上のシェア（市

場占有率）を維持していた。新型コロナウイルス感

染症（COVID−19）の拡大の影響を受けた20年以

降は、日本の需要低迷も相まって輸入量が減少し、

22年のシェアは８割程度に低下したものの、依然

として２位以下に大差をつけている（図２）。

このため本稿では、日本のでん粉需給に影響を及

ぼす米国のトウモロコシの生産動向とコーンスター

チなどの需給状況について報告する。

なお、本稿中の為替レートは2023年２月末日

TTS相場（注）である１米ドル＝137.33円を使用し、

１エーカーは0.40469ヘクタール、１ブッシェル

は25.401キログラム、１ガロンは3.785リットル、

1ポンドは453.6グラムとした。

（注）�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社「月
末・月中平均の為替相場」の月末TTS相場。
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海外情報

【要約】
　米国は世界第１位のトウモロコシ生産国であり、日本のコーンスターチ用トウモロコシの主要輸入先と
して圧倒的な地位を占めている。また、同国ではコーンスターチの生産も盛んで、同国のでん粉生産量の
半数近くを占めている。近年、新型コロナウイルス感染症（COVID−19）や、ロシアによるウクライナ侵
攻などが世界的に大きな影響を及ぼす中で、トウモロコシの減産なども相まって同国のコーンスターチ市
場価格は高水準にある。これらは、コロナ禍の電子商取引（EC）の拡大により、配送資材である段ボール
などの結着剤原料の一つであるコーンスターチの需要増加につながったことなどが要因とされ、同国のコー
ンスターチ生産量は安定して推移している。

調査情報部

米国におけるトウモロコシと
コーンスターチの動向

コーンスターチ

220万トン
44%

小麦でん粉

47万トン
9%

ばれいしょでん粉

4万1千トン
1%

化工でん粉

220万トン

44%

その他

8万8千トン
2%

合計

499万9千トン

資料：LMC�International

図１　米国の種類別でん粉生産量（2021）



１　トウモロコシ

（１）生産動向
米国のトウモロコシの生産量を見ると、激しい熱

波と干ばつに襲われた2012/13年度（９月～翌８

月）を除きおおむね３億5000万トン前後で推移し

ている。16/17年度には、天候に恵まれて単収が

増加したことなどを背景に３億8478万トンと過去

最高の生産量を記録し、21/22年度も単収が過去

最高となったことで３億8289万トンと16/17年度

に次ぐ生産量となった（図３、写真１～３）。22/�

23年度について米国農務省（USDA）の予測（23

年２月）によると、収穫面積および単収ともに前年

度からの減少が見込まれることで、生産量も減少す

るとしている。

米国穀物協会（USGC）が2022年11月に公表

した22/23年度のトウモロコシの品質レポートで

は、同国中西部の通称「コーンベルト」と言われる

トウモロコシ主産地域で続いた高温と干ばつの影響

から生産量は減少したが、晴天が続き、適期に収穫

できたことから品質が維持され、過去５年間と比較

して総損傷は少なかったなどと報告されている。具

体的には、低温多雨により播
は

種
しゅ

が遅れたものの、そ

の後は温暖な日が持続したことで急速に生育し、過

去５年平均と同様に登熟した。また、生育後期も温

暖気候が持続し、豪雨や氷点下の気温に見舞われる
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図２　日本のコーンスターチ用トウモロコシの国別輸入量の推移

図３　米国のトウモロコシの収穫面積、生産量および単収の推移
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ことなく、乾燥気候により圃
ほ

場での乾燥が急速に進

んだことで順調な収穫となり、マイコトキシン（か

び毒）の発生も抑制されたことで、品質が維持され

たとしている。

さらに、トウモロコシの成分組成を見ると、22/�

23年度はタンパク質の割合は過去５年間と比較し

て増加した一方で、糖質（でん粉）の割合は５年平

均や前年度から減少したと報告されている（図４）。

でん粉とタンパク質の量には、一方が上昇すると他

方が低下する関係がある中で、22/23年度は登熟

期の暑さや乾燥がタンパク質の蓄積に適した条件と

なったため、でん粉の割合は前年度から0.3ポイン

ト減となったものの、近年はおおむね７割を超える

状況となっている。

また、同国のトウモロコシの主産地を見ると、コー

ンベルトの上位４州（アイオワ州、イリノイ州、ミ
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写真１　トウモロコシの播種準備（イリノイ州）

写真２　コンバインハーベスターによるトウモロコシの
　　　　収穫作業（イリノイ州）

写真３　脱穀後のトウモロコシを輸送車両に移し替える
　　　　様子（イリノイ州）

資料：USGC「2022/2023�Corn�Harvest�Quality�Report」
注１：各年９月～翌８月のデータを使用。
注２：乾物ベース。

図４　トウモロコシの成分組成の推移
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ネソタ州、ネブラスカ州）の生産量が全体の過半を

占め、これにインディアナ州、サウスダコタ州、オ

ハイオ州、ウィスコンシン州、カンザス州、ミズー

リ州を加えた上位10州で全体の８割超が生産され

ている（図５）。

これら主産地10州の生産状況を見ると、22/23

年度は10州すべてで作付面積は横ばいまたは減少

すると推測されている（表１）。これは、10州が大

豆の主産地でもあり、トウモロコシの播種の遅れか

ら大豆に転作した生産者が多かったことで、うち7

州（注）の大豆の作付面積が前年度から増加したこと

などが影響している。USDAは、肥料費が高騰して

いる中で大豆は窒素固定能力があり、施肥量を減ら

せることから、トウモロコシの他に小麦など他の穀

物からの転作もあったのではないかと言及してい

る。トウモロコシの生産費のうち肥料費は22年に

大幅に上昇し、１ヘクタール当たり537米ドル
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表１　トウモロコシの生産量上位10州の生産概況

区分

2021/22 年度 22/23 年度

作付面積 単収 生産量 作付面積 単収 生産量

千 ha トン /ha 千トン 千 ha トン /ha 千トン

アイオワ州 5,221 12.8 64,513 5,221 12.6 62,994 

イリノイ州 4,452 12.7 55,671 4,371 13.4 57,620 

ミネソタ州 3,399 11.1 35,248 3,238 12.2 37,099 

ネブラスカ州 4,007 12.2 47,110 3,885 10.4 36,966 

インディアナ州 2,185 12.2 26,103 2,125 11.9 24,758 

サウスダコタ州 2,489 8.4 18,652 2,327 8.3 16,798 

オハイオ州 1,437 12.1 16,374 1,376 11.7 15,105 

ウィスコンシン州 1,599 11.3 13,717 1,599 11.3 13,854 

カンザス州 2,307 8.7 19,066 2,226 7.2 12,970 

ミズーリ州 1,457 10.0 13,853 1,356 10.1 12,759 

（参考）全米合計（平均） 37,739 11.1 382,890 35,848 10.9 348,749 

資料：USDA「Crop�Production」
注１：１エーカーを0.4047ヘクタール、１ブッシェルを約25.401キログラムとして農畜産業振興機構が換算。
注２：2021/22年度は推測値。22/23年度は予測値。

（注）�イリノイ州、ネブラスカ州、インディアナ州、オハ
イオ州、ウィスコンシン州、カンザス州、ミズーリ
州の７州。

アアイイオオワワ州州

ミミズズーーリリ州州

ウウィィススココンンシシンン州州

イイリリノノイイ州州

イインンデディィアアナナ州州

オオハハイイオオ州州

カカンンザザスス州州

ミミネネソソタタ州州

ネネブブララススカカ州州

ササウウススダダココタタ州州

図５　トウモロコシの主な生産地

資料：USDAの資料を基に農畜産業振興機構作成
　注：オレンジ色はトウモロコシ生産量の上位４州、黄色はトウモロコシ生産量の４位から10位までの６州を表す。



（７万3746円）と、生産費のうち最も大きな割合

を占めると見込まれている（図６）。また、過去10

年間の生産費は１ヘクタール当たり1600米ドル台

（21万～22万円）で推移していたが、肥料費の上

昇に伴い、22年以降は2000米ドル（27万4660円）

を上回ると予測されている。肥料費の割合が増加傾

向にある中で、肥料費の増減が生産費全体に大きな

影響を与えていることが分かる。トウモロコシ生産

量が最も盛んなアイオワ州の肥料価格を見ると、

21年11月の無水アンモニアの価格は前月比２倍程

度の水準にまで高騰し、近時ではやや下落に転じつ

つも引き続き高い水準で推移している（図７）。その

他の肥料価格も21年11月に大幅に上昇し、近時で

は下落基調にあるも引き続き高い水準にある。これ

ら肥料価格の高騰は、21年半ばに肥料の主原料であ

るアンモニア生成に必要な天然ガス価格の高騰や中
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図６　トウモロコシ生産費の推移

資料：USDA/ERS「Commodity�Costs�and�Returns」
注1：１エーカーを0.4047ヘクタールとして農畜産業振興機構が換算。
注2：2022年および2023年は予測値。

図７　肥料価格の推移（アイオア州）

資料：USDA/AMS「Iowa�Production�Cost�Report」
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資料：USDA/AMS「Iowa Production Cost Report」

注：尿素肥料の22年10～12月はデータなし（事実不明）



国およびロシアによる肥料の輸出制限などが主な要

因とされている。

（２）消費・貿易動向
トウモロコシの米国内消費量を見ると、2022/�

23年度は３億392万トンと見込まれており、燃料

用エタノールや飼料など向けのほか、異性化糖、コー

ンスターチ、食品加工用などに仕向けられている（図

８）。仕向け量を用途別に見ると、過去10年間の仕

向け割合に大きな変動はなく、最も大きな割合を占

めているのは飼料など向けであり、同規模で燃料用

エタノール向けが続いている。また、12/13～22/�

23年度までの10年間の動きを見ると、異性化糖へ

の仕向け量がこの間に15.6％減とかなり大きく減

少したのが目立っている。この動きについてUSDA

は、砂糖出荷量の増加により食品・飲料向けの異性

化糖出荷量が減少していることを要因として挙げて

いる。異性化糖出荷量の減少は2008年頃から始

まっており、これはメキシコから砂糖を無税で輸入

し始めた時期と一致している。このため、一部の飲

料では比較的安価なメキシコ産砂糖が異性化糖に

取って代わったとの声もある。しかし、砂糖輸入に

一定の制限がかけられている中で、異性化糖出荷量

の減少傾向が続いていることから、消費者が異性化

糖を含む飲料からミネラルウォーターなど他の無糖

飲料へ移行している可能性があるとみられている。

同国のトウモロコシは国内で消費されるほか、お

おむね１割から２割弱程度が海外へ輸出されてい

る。21/22年度の輸出量は6360万トン（前年度比

9.0％減）とかなりの程度減少した（図９）。トウ

モロコシの減産に加え、ミシシッピ川の水位低下な

どに伴う国内輸送費の高騰などを背景に、他国産と

比べて輸出価格が高くなり、出荷が低調となったこ

とが要因とみられており、22/23年度はさらなる

減少が見込まれている。輸出先別に見ると、メキシ

コ向けは、輸送コストが比較的安く、飼料需要が高

いことが輸出を後押しした。中国向けは、前年度に

比べて減少したものの、依然として中国国内のトウ

モロコシ価格が高水準で推移したことで主要輸出先

となっている。このような中で中国は23年１月、

輸入先の多角化を図るために検疫条件で合意したブ

ラジル産トウモロコシの輸入を開始した。これによ

70 砂糖類・でん粉情報2023.4

資料：USDA/ERS「Feed�Grains�Yearbook�Data�Tables」
　注：１ブッシェルを約25.401キログラムとして農畜産業振興機構が換算。

図８　トウモロコシの米国内用途別仕向け量と輸出入量の推移
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り、これまで米国が世界最大のトウモロコシ輸出国

であったが、22/23年度の月別輸出量はブラジル

が米国を上回っている。また、23年２月に公表さ

れたUSDAの予測でも、22/23年度のトウモロコ

シ輸出量はブラジルが米国を上回るとしている。

コラム　米国のエタノール生産
再生可能燃料協会（RFA）によると、世界最大のエタノール生産国である米国の2021年のエタノール生

産量は全世界の生産量の５割以上を占め、第２位のブラジルの２倍の規模であったとされている（コラム-

図１）。
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資料：「Global�Trade�Atlas」、22/23年度のみUSDA（23年２月）予測値
　注：HSコード　1005.90

図９　米国のトウモロコシ輸出量の推移

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2012/13 13/14 14/15 15/16 16/17 17/18 18/19 19/20 20/21 21/22 22/23

メキシコ 中国 日本 その他 輸出価格（米国、右軸） 輸出価格（ブラジル、右軸）

（万トン）

（年）

（米ドル/トン）

コラム-図１　世界のエタノール生産量（2021年）

資料：RFA
　注：1ガロンを3.785リットルとして農畜産業振興機構が換算。
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米国のエタノール生産は98％がトウモロコシを原料としており、トウモロコシ主産地である中西部を中

心に、21/22年度は約590億リットルが生産された（コラム-図２）。近年は、干ばつのあった12/13年度

を除き毎年生産量が増加していたが、18/19年度はエタノールの供給過剰などを背景に減少し、19/20年度は

COVID−19の拡大による経済活動の制限からエタノール生産量も減少したが、その後は増加に転じている。

米国では、21年に30年までに販売される新車（乗用車と小型トラック）の50％以上を電気自動車とす

るとした大統領令が発令されるなど、長期的にはガソリン消費の減少が見込まれている。このため、混合燃

料であるエタノールも減産が予測され、USDAの長期予測によると、トウモロコシのエタノール仕向け量も、

21/22年度の１億3526万トンから32/33年度までに１億3463万トンへと減少すると見込まれている。

２　コーンスターチ

（１）生産動向
民間調査機関のLMC�Internationalによると、米

国の天然でん粉の生産量は近年250万トン前後で

推移している（図10）。そのうちコーンスターチは

天然でん粉全体の９割弱を占め、最も生産量が多い。

2000年代には生産量が300万トン近い年もあった

が、リーマンショックでコーンスターチの需要が減

少した09年に200万トンを下回って以降、200万ト

ン前後で安定して推移している。干ばつの影響でト

ウモロコシ生産量が大きく減少した12年やCOVID

−19により経済活動が停滞した20年も200万トン

を上回るなど、時々の安定した需要が背景にあると

みられる。特に20年は、小麦でん粉やばれいしょ

でん粉の生産量は横ばいや減少がみられる中で、

コーンスターチ生産量は前年比3.5％増と反発し

た。これは米国では、コーンスターチは製紙用に仕

向けられる割合が大きく、巣ごもり需要から電子商

取引（EC）が拡大したことで、配送の際に使用さ

れる包装資材や製紙などの原料需要が増加したとみ

られる。なお、米国のコーンスターチ生産業者は、

主に国内のトウモロコシを調達しており、ロシアに

よるウクライナ侵攻の影響は直接的には受けていな
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コラム－図２　米国のエタノール生産量の推移
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いとみられる。

（２）消費・貿易動向
コーンスターチは、製紙、食品、建材や医薬・化

学品などさまざまな産業で利用されている（写真４）。

このように商品が多岐に渡るため、用途別仕向け量

を把握することは困難ではあるが、全米トウモロコ

シ精製業者協会（CRA）がとりまとめた会員企業

の2016年の用途別仕向け割合を見ると、製紙用が

５割以上を占めていることが分かる（図11）。上述

の通り、COVID−19の拡大の影響で製紙向け需要

が増加したことから、現在は当時よりも製紙用が増

加した可能性も考えられる。CRAは、COVID−19

の感染拡大防止対策でもコーンスターチが重要な役

割を果たしていると言及している。例えば、コーン

スターチは錠剤のコーティング剤の主成分であり、

医薬品の形状維持や飲み込みやすくするために利用

されている。また、手指消毒用アルコールの生産で

は、コーンスターチから主成分であるエタノールが

生成されており、手指消毒用アルコールを含む衛生

用品や化粧品は、国内の工業用アルコールの最終市

場の約４分の１を占めていることなどを挙げてい
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写真４　コーンスターチを原料とするアイロン用スプレ
	 ーのり（左）と料理用コーンスターチ（右）
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資料：CRA

図11　コーンスターチの用途別仕向け割合（2016年）

図10　種類別天然でん粉の生産量の推移
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る。さらに、近年は世界的にバイオプラスチックに

関心が高まる中で、コーンスターチは生分解性プラ

スチックであるポリ乳酸（PLA）の主原料でもあ

る。PLAは包装容器などに用いられており、環境

負荷の低減に寄与するものとして世界的に需要が拡

大している。

このようにコーンスターチの需要の増加が予測さ

れる中で、USDAが公表している中西部市場のコー

ンスターチ価格を見ると、21年以降は上昇傾向に

あり、21年６月には、13年９月から７年８カ月ぶ
りに１キログラム当たり40米セント（54.9円）を

上回った（図12）。13年当時の価格上昇は干ばつ

の影響によるものと考えられ、今回も、トウモロコ

シの市場価格の高騰が反映されたと考えられる。前

述の通りコーンスターチの生産量は比較的安定して

いるが、価格動向を見ると、原料作物であるトウモ

ロコシ価格などといった要因による影響を受ける傾

向にあることがわかる。

米国産コーンスターチは、国内で消費されるほか、

トウモロコシと同様に輸出も行われている（図13）。

主な輸出先はメキシコであり、22年には全体の６

割以上がメキシコ向けであった。また、トウモロコ

シの輸出価格が下落し始めた13年の２年後となる

15年にはコーンスターチの輸出価格が下落し、一

方で同価格が高騰した21年の翌年となる22年に

コーンスターチが高騰している状況を見ると、１年

から数年遅れて価格が反応しているように捉えるこ

とができる（図14）。現在もトウモロコシの輸出価

格は上昇を続けており、今後コーンスターチ価格が

上昇傾向で推移することも予想される。
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図13　米国コーンスターチの国・地域別輸出量と輸出価格の推移

図12　米国中西部市場のコーンスターチ価格の推移
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（３）コーンスターチ製造業界の動向
ア　業界の概要
CRAによると、米国の主要なでん粉製造企業は７

社あり、国内10州に27カ所のトウモロコシ加工工

場がある。アイオワ州やイリノイ州といったトウモ

ロコシ主産地域に多く存在し、コーンスターチのほ

か、エタノールや甘味料なども生産されている（図15、

表２）。トウモロコシの加工には、大規模な設備投

資を要することから、企業の統合などが繰り返され

てきた。近年はコーンスターチの需要増加から工場

の拡大など設備投資も行われている。最近では、英

国に本社を置くTate�&�Lyle社が、22年４月に北米

とブラジルでトウモロコシ由来の甘味料、工業用で

ん粉などを製造する部門を売却し、PRIMENT社と

して独立したことを発表している。また、アイオワ

州経済開発局によると、CARGILL社では同州フォー

トダッジ工場の設備を更新し、トウモロコシの加工

能力の拡大が予定されていると公表している。

イ　バイオプラスチックの普及推進
前述の通り、近年バイオプラスチックへの関心が

高まる中でCRAは、再生可能なバイオベース（植

物由来）製品および材料の普及を促進し、さらにそ

の生産、使用、適切な廃棄を支援するプログラムな

どを推進するため、2019年に植物由来製品協議会

（PBPC）を設立した。具体的には、議会や同国政

府などへのバイオベース製品の普及促進の働きかけ

や、消費者への啓発運動などを実施する業界団体で

ある。同国政府は、以前から環境負荷の低減などを

目指してバイオ燃料などのバイオベース製品の研究

開発、実証・商品化に向けた取り組みを進めており、

バイオプラスチックもバイオベース製品の一つとし

て研究開発などを推進している（写真５、６）。
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図14　米国産トウモロコシとコーンスターチの輸出価格の推移
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図15　トウモロコシ加工工場の所在地

図１５
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資料：CRAの資料を基に農畜産業振興機構作成
注１：オレンジ色はトウモロコシ生産量の上位４州、黄色はトウモロコシ生産量の４位から10位までの６州を表す。
注２：州内の工場の位置まで表しているものではない。

表２　主要でん粉製造企業の概要
会社名 設立年 米国内の工場数（所在地） 主要生産品

ARCHER DANIELS
MIDLAND COMPANY 1902 年

６
コーンスターチ、アルコール、

飼料、甘味料など（イリノイ州、アイオワ州、ミネソタ州、
ネブラスカ州、ノースカロライナ州）

CARGILL 1865 年
７

コーンスターチ、甘味料、
燃料用エタノールなど（アイオワ州、インディアナ州、ネブラスカ州、

ノースダコタ州、オハイオ州）

INGREDION
INCORPORATED 1906 年

５
コーンスターチ、化工でん粉、

甘味料など（イリノイ州、インディアナ州、アイオワ州、
ミズーリ州、ノースカロライナ州）

GRAIN PROCESSING
CORPORATION 1943 年

２ コーンスターチ、アルコール、
燃料用エタノールなど（アイオワ州、インディアナ州）

PRIMIENT 1906 年
４

コーンスターチ、化工でん粉、
甘味料など（イリノイ州、インディアナ州、

オハイオ州、テネシー州）

ROQUETTE
AMERICA, INC 1978 年

２ コーンスターチ、化工でん粉、
甘味料、アルコールなど（イリノイ州、アイオワ州）

TATE & LYLE
AMERICAS 1898 年

１
化工でん粉など

（インディアナ州）

資料：CRAの資料を基に農畜産業振興機構作成



おわりに
2022/23年度の米国のトウモロコシ輸出量は、

前年度後半から減少傾向にあり、日本向けのコーン

スターチ用トウモロコシの輸出量も減少している。

USDAによると、現時点では23/24年度のトウモ

ロコシの作付面積は、前年度から約３％増加の

3683万ヘクタールと予測されている。しかし、例

えば降雨不足はトウモロコシの生育に関わる干ばつ

のみならず、ミシシッピ川の水位低下をもたらし、

物流にも大きな影響を与えることなど、さまざまな

要因により、生産量や輸出量は大きく変動する可能

性がある。

また、同国のコーンスターチ需給は、COVID−19

の拡大時にも市場が縮小することなく比較的安定し

た状況にあるが、供給面では工場の拡張などの生産

の増強の動きもある。一方で、コーンスターチの国

内価格は全般的に上昇傾向にあり、トウモロコシ輸

出価格の上昇に伴い、今後、コーンスターチの国内

価格や輸出価格も高値での推移が予想される。今後

も引き続き、コーンスターチの生産・消費大国であ

り、わが国の主要輸入先である米国の動向は、変動

が激しい原料作物であるトウモロコシの動向と併せ

て、注視していく必要がある。特に、主な仕向け用

途である燃料用エタノールや飼料など向けは、ウク

ライナ情勢をはじめとした複合的な要因で変動する

ものであり、それらも併せて注視する必要がある。
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写真５　米国内で販売されているバイオベース
　　　　�（PLA）製品
　　　　�（コーンスターチスプーンや、コンスター

チフォークという名称で販売されている）

写真６　陳列棚に並ぶさまざまなバイオベース製品




